
 

 

 

当科で加療した肺癌症例に関する研究 

 

１．研究の対象 

2013年 4月～2018年 3月に当科で肺癌に対して化学療法を受けられた方。 

 

２．研究目的・方法 

2018年 12月～2021年 1月の研究期間に、肺癌症例の臨床的特徴や治療経過について検討

し、より良い治療方法や予後因子を明らかにする。今後の肺癌診療において、治療選択

や予後予測に役立てる。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

■情報：病歴、抗癌剤治療の治療歴、副作用等の発生状況、生存期間等など。 

上記の情報を統計処理行う。 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。研究対象となる患

者さんへの直接利益は現時点ではありませんが、今後の診療の中で役立たせていただきま

す。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出くだ

さい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

研究責任者：国立高知大学医学部附属病院血液呼吸器内科学講座 山根真由香 

 

 

 


